
平成２９年１０月霧島山（新燃岳）噴火に伴う対応

○霧島山（新燃岳）で１０月１１日０５時３４分頃噴火が発生し、同日１１時０５分に噴火警戒レベルが２
から３へ引き上げられた。

○霧島山周辺の降灰状況を把握するため、九州地方整備局がヘリによる上空からの調査（１０月１１日
）及び地上からの現地調査（１０月１１日～１２日）を実施。

○火口付近に火山灰の堆積が認められたものの、山麓に厚い火山灰の堆積は見られず、降灰の影響
によって土石流発生の危険性が高まってはいないことが確認された。
○１０月１１日、国交省から高原町長にヘリ画像を提供し、噴火状況を報告。

九州地方整備局ヘリからの降灰調査状況
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10月12日地上調査箇所 数字は降灰の厚さ

10月11日 ヘリからの目視により
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地上からの現地調査状況
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降灰が見られる範囲

明瞭な降灰が見られる範囲
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